


























































The influences of the entrance of abused children and children with 
developmental disabilities for the human environment of childeren’s home















































度数 中央値 最小値 最大値 中央値 最小値 最大値
被虐待児率 45% 11% 72%
ネグレクト児率 21 54% 25% 90% 24% 3% 52%
心理的虐待児率 21 6% 0% 81% 2% 0% 35%
身体的虐待児率 21 39% 13% 75% 18% 3% 38%
性的虐待児率 21 4% 0% 50% 2% 0% 12%
特別なケア率 21 63% 0% 100%
表1　施設における被虐待児率
発達障害児内比率 対現員
度数 中央値 最小値 最大値 中央値 最小値 最大値
発達障害児率 19% 0% 37%
ADHD 児率 20 41% 0% 100% 9% 0% 21%
LD 児率 20 0% 0% 36% 0% 0% 13%
ASD 児率 20 25% 0% 63% 6% 0% 25%
その他障害率 20 28% 0% 73% 3% 0% 26%
知的障害児率 10% 5% 35%


















































平均値（標準偏差） 平均値（標準偏差） t (20) 相関係数
既定の勤務時間内で対応することが困難な場合がある。 3.14(1.15) 3.43(1.25) -1.00 .41†
通常の日課で対応することが困難な場面がある。 3.38(0.97) 3.24(1.26)  0.48 .29
職員の疲弊度合いが大きくなった。 3.43(0.98) 3.38(1.07)  0.20 .41†
発達障害（被虐待）児童以外の児童のケアの効果が上がり
にくくなった。 3.00(0.79) 2.65(1.04)  1.93† .64**
児童集団の集団治癒力が低下した。 2.74(0.93) 2.74(1.28)  0.00 .50*
発達障害（被虐待）児童以外の児童の日常生活の乱れが大
きくなった。 2.33(0.86) 2.71(1.06) -1.90† .55**
発達障害（被虐待）児童以外の児童の愛情欲求・承認欲求
の度合いが大きくなった。 2.80(0.83) 3.15(0.88) -1.79† .48*
発達障害（被虐待）児童以外の児童に問題行動が増えてき
た、あるいは問題行動の質が変化してきた。 2.67(0.86) 2.81(1.17) -0.77 .68***
学校等の教員から対応についての相談が増えた。 3.52(0.87) 3.00(1.14)  1.92† .25
地域から苦情や相談が増えた。 2.19(0.75) 2.29(0.72) -0.49 .27
発達障害（被虐待）児童の同級生の保護者等から相談や苦
情が増えた。 2.14(0.79) 2.10(0.94)  0.24 .45*
































るいは問題行動の質が変化してきた（r = .64，p<.05）」 

























な場合がある。 3.30(1.16) 3.00(1.18)  0.59 3.80(1.23) 3.09(1.22) 1.32
通常の日課で対応することが困難な場面
がある。 3.80(0.79) 3.00(1.00)  2.02† 3.30(1.16) 3.18(1.40) 0.21
職員の疲弊度合いが大きくなった。 3.30(0.95) 3.55(1.04) -0.56 3.60(0.97) 3.18(1.17) 0.89
発達障害（被虐待）児童以外の児童のケ
アの効果が上がりにくくなった。 3.00(0.82) 2.91(0.83)  0.25 2.70(0.82) 2.60(1.26) 0.21
児童集団の集団治癒力が低下した。 2.80(0.79) 2.64(1.03)  0.41 2.88(1.13) 2.64(1.43) 0.39
発達障害（被虐待）児童以外の児童の日
常生活の乱れが大きくなった。 2.70(0.82) 2.00(0.77)  2.01† 3.00(1.05) 2.45(1.04) 1.20
発達障害（被虐待）児童以外の児童の愛情欲




2.80(0.79) 2.55(0.93)  0.67 3.00(1.15) 2.64(1.21) 0.70
学校等の教員から対応についての相談が
増えた。 3.70(1.06) 3.36(0.67)  0.88 3.60(0.97) 2.45(1.04) 2.61*
地域から苦情や相談が増えた。 2.20(0.79) 2.18(0.75)  0.05 2.50(0.53) 2.09(0.83) 1.33
発達障害（被虐待）児童の同級生の保護
者等から相談や苦情が増えた。 2.30(0.82) 2.00(0.77)  0.86 2.40(0.97) 1.82(0.87) 1.45
医療機関や児相等の通院、通所の機会が
増えた。 3.80(1.23) 4.00(0.77) -0.45 4.10(0.99) 3.09(1.22) 2.06†
表4　施設形態別の発達障害児と被虐待児の入所に伴う施設環境の変化の認識
度数 平均値 標準偏差 最小値 最大値



















































発達障害児 被虐待児 発達障害児 被虐待児
既定の勤務時間内で対応することが困難な場合がある。  .02 .41  .63* -.03
通常の日課で対応することが困難な場面がある。 -.01 .38  .10  .34
職員の疲弊度合いが大きくなった。 -.10 .55  .13  .55
発達障害（被虐待）児童以外の児童のケアの効果が上がりにくくなった。  .05 .25  .51  .01
児童集団の集団治癒力が低下した。 -.05 .85**  .50  .36
発達障害（被虐待）児童以外の児童の日常生活の乱れが大きくなった。 -.22 .41  .71*  .40
発達障害（被虐待）児童以外の児童の愛情欲求・承認欲求の度合い
が大きくなった。  .24 .27  .19  .34
発達障害（被虐待）児童以外の児童に問題行動が増えてきた、ある
いは問題行動の質が変化してきた。 -.38 .26  .64*  .43
学校等の教員から対応についての相談が増えた。 -.09 .40  .18  .43
地域から苦情や相談が増えた。 -.06 .15  .58†  .15
発達障害（被虐待）児童の同級生の保護者等から相談や苦情が増えた。 -.07 .67*  .28  .36
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